




































































































































津村 ･荻布 ･広田 ･曽根 :コンビニ弁当の栄養評価
表1 6つの基礎食品群の内容と摂取目標量
男性(g) 女性(g)
1群 負.肉.卵.大豆.大豆製品 63.3 53.3
2群 牛乳.乳製品さ海藻.小魚類 70.0 70.0
3群 緑黄色野菜 40.0 40.0
4群 その他の野菜.果物 130.0 130.0






























食品群別充足率を図2に示した｡魚 ･肉 ･卵 ･大豆 ･
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津村 ･荻布 ･広田 ･曽根 :コンビニ弁当の栄養評価 - 21-
3 表示栄幸成分値と秤量栄養成分値の比較 値の方が有意に少なかった (p-0.018､図4).他の栄養
食塩はすべての弁当において表示栄養成分値より秤量 成分について有意差はなかったが､エネルギーは栄養表















































































は魚 ･肉 ･●卵 ･大豆 ･大豆製品を含む1群､米 ･パン･
めん類 ･いも類 ･砂糖を含む5群､油脂類の6群では摂取

























































































































- 24- 生活科学研究誌 ･Vol.1(2002)
しかし､食品群別の摂取充足率をみると､牛乳 ･乳製品 ･海藻 ･小魚類､緑黄色野菜､その他の野菜 ･果物が分類さ
れる2･3･4群の食品の量は非常に少ないことがわかった｡高齢者が弁当類を利用する際には､脂肪の過剰摂取に注意
しながら､乳製品や小魚､野菜や果物類の不足を補うよう､他の食事においてそれらの摂取を心がけなければならない
と考えられる｡
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